
【事業名】使⽤済みソーラーパネルから分離したカバーガラスの品質安定化事業

事業者名：株式会社⻄建設 / 一般財団法人PVリボーン協会
実施期間：令和6年6⽉〜令和7年2月

１．事業の背景・目的

①使⽤済みソーラーパネルのメーカー・製造年⽉⽇のデータをPVリボーン協会で管理

②ガラス剥離装置によりガラスを割らずに１枚のガラス（EVA付）として分離

③PVリボーン協会の委託企業により、有機物（EVA）をガラスから除去し、
再生材となりうるガラスカレットを精製

④ガラスの成分分析し、有害物質の有無を確認し、データ化及びガラスカレットの品質
を保証

⑤PVリボーン協会による品質保証のもとRebornglass🄬を販売

令和５年度補正資源⾃律経済確⽴に向けた産官学連携加速化事業補助⾦

• 使用済みソーラーパネルの廃棄が問題視されている。その内、一番問題
であるカバーガラスのリサイクル事業（アップサイクル事業）を⾏う。

• カバーガラスを分離後、不純物を除去し、ガラスカレットを精製する。
このガラスカレットの品質確認を⾏う。

• 品質保証を⾏うことで、素材の標準化に繋げ、環境にやさしいソーラー
パネルリサイクルの資源循環モデルを確⽴する。

２．補助事業の概要
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